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沿 革 

 

 当院は、昭和 27 年開院の島根県立中野高原療養所（244 床）が昭和 57 年に閉院し

た跡地に、地域医療を担う自治体立病院として、昭和 58 年 9 月、石見町立邑南病院の

名称で開院しました。 

 

《本館棟建設》 

昭和 58 年開業当時の診療体制は、内科・外科・歯科の 3診療科と 50 床の急性期一

般病床を保有し、救急医療も告示するなど、地域における救急患者の受入を開始して

います。 

 

《新館棟増築》 

 平成 6年には、少子高齢化によって邑智郡の医療資源が少なくなる中、地域におけ

る医療ニーズに応えるべく、邑智郡 7ヶ町村の一部事務組合に組織変更を行い、名称

も「公立邑智病院」としました。翌年度には整形外科・小児科・精神科を増設し、病

床数も 90 床に増床するなど、診療機能の充実を行っています。 

 

《新館別棟増築》 

 平成 10 年には、地域住民からの強い要望によって、産婦人科・泌尿器科を新たに標

榜。一般病床も 98 床に増床し、周産期や透析診療を開始することができました。 

 

《病院組合再編》 

 平成 16 年には町村合併があり、邑南町、川本町、美郷町の 3町による邑智郡公立病

院組合に再編されました。その後、平成 19 年には麻酔科を標榜。平成 26 年 10 月から

は、本館棟の 41 床部分を地域包括ケア病床として届出を行い、回復期の機能を有する

病院として診療機能の変更を行いました。 

また、平成 30 年には地域の要望が強い皮膚科を標榜し、10 診療科 98 床の体制で今

日に至っています。 
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Ⅰ 公立邑智病院の役割・基本理念・基本方針 

１ 自治体病院としての役割 

   自治体病院は地域の公的な基幹病院として、小児・周産期・救急医療などの不採算  

部門や、がん治療等の高度な医療の支援、医療過疎地である山間へき地・離島における

地域医療を担うなど、民間では採算性確保の上で困難な医療を担っています。また、近

年の医師の専門医志向、都市志向による診療科や診療場所の偏在によって、医療提供体

制の維持が困難な地域を支える役割もあります。 

   邑智郡においても、医師をはじめとする医療スタッフの不足が大きな問題となってお

り、地域住民の生命と健康を守るため、必要な医療サービスを郡立病院として担う必要

があります。 

   このような中、公立邑智病院の整備にあたっては、小児・周産期医療と二次救急医療

の機能を維持し、地域医療を守り続けるために必要とされる施設の充実を図るとともに、

安定的かつ自立的な経営の下で良質な医療を提供する役割があります。 

 

２ 大田医療圏における急性期・救急病院としての役割 

   島根県地域医療構想では、大田医療圏域の交通インフラの整備状況や地理的要因を勘

案すると、大田市と邑智郡との間で急性期の医療機能分担や統合は困難であり、大田市

立病院と公立邑智病院の急性期機能、二次救急、小児・周産期・整形外科等をそれぞれ

維持することが不可欠とされました。また、島根県保健医療計画（第７次）においても、

公立邑智病院は二次救急医療機関に位置付けられ、医療機能の水準の維持充実に努める

とされました。 

   大田医療圏域では、こうした県の計画に基づき、大田市立病院及び公立邑智病院双方

で、入院を要する救急医療を担う医療機関（第二次救急医療機関）を維持するために一

定の病床数が必要となります。そこで公立邑智病院としては、現在の診療各科を維持す

ることや、島根県地域医療構想大田構想区域で示されている、２０２５年度における必

要病床数推計値４０３床のうち２４.３％を占める一般病床９８床を、急性期・救急医療

を担うため、経営面からも当面は維持することが必要です。ただし、建て替えの際は将

来の病床転換が可能となる建物を造っていく必要があります。 
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３ 地域医療を担う病院としての役割 

   公立邑智病院は、昭和５８年に町立病院として開設以来、自治体病院として地域医療

を担ってまいりましたが、平成５年からは郡立の病院として邑智郡内の自治体と連携を

図り、郡内の他の医療機関が担えない隙間医療を担うとともに、地域に必要な一般的医

療の８０％の完結を目指しています。 

   平成２６年島根県患者調査による受療動向では、邑智郡居住者の自区域完結率は外来

８１．１％、入院６４．３％と、医療資源の少ない当地域で患者さんの自区域外流出が

一定程度に留まっているなど、公立邑智病院における診療機能の維持・向上が一因であ

ると考えます。また、地域の人口は減少しておりますが、平成２９年度の公立邑智病院

の診療状況は、延外来患者数が５１,０６１人と増加し、延入院患者数は３２,１３２人、

病床稼働率は８９.８％と高稼働となっています。今後の人口減少を想定しても、いまだ

自区域外に流出している患者さんが当地域で受療できるように、必要な医療を提供する

ことで、更なる自区域完結率の向上に寄与することが公立邑智病院の役割と考えます。 

まちづくりの中心である子育て支援の医療面を、小児・周産期医療で担うと共に、行

政機関と連携し健康づくりの一翼を担っています。また、常勤医師は個々の専門性にと

らわれることなく総合的な医療を行い、地域に必要とされる医療サービスのうち、郡内

の他の医療機関では担えない診療機能（透析等）の維持と充実を行います。 

地域医療拠点病院として、郡内の医療・介護・福祉機関と連携し、紹介・逆紹介、へ

き地診療所への医師派遣などを積極的に進めるとともに、自治体が行う地域包括ケアシ

ステムの構築には、急性期・救急医療機関の立場で参画します。 

緊急度や重症度が高い医療は、消防機関と連携しドクターヘリを使って三次救急医療

機関へ速やかに転送します。また、島根大学医学部附属病院高度外傷センターのドクタ

ーカーとも連携強化を進め、島根県が指定する災害協力病院の立場からも、ＤＭＡＴと

の連携や当地域では担えない高度急性期医療へ繋ぐ役割が求められています。 

 

４ 医療人育成を担うことへの役割 

公立邑智病院は、医療従事者の育成面において、研修医、医学生、看護学生等の研修 

や中高校生の職場体験事業を実施し、医療スタッフを育て地域への定着化を進めます。 
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また、生涯教育の場として研修棟を活用し、医師会や医療・介護関係者へ研修環境を 

提供することで、圏域内の医療技術の向上に協力します。 

 

５ 基本理念・基本方針 

（１）基本理念 

皆様に愛され、信頼される病院を目指します。 

 （２）基本方針 

・患者さんを家族と思い、良質で親身な医療を提供します。 

・職員同士がお互いのやりがいと誇りを尊重しあう、暖かい職場をつくります。 

・明るく清潔で快適な療養環境の維持向上に努めます。 

・地域に信頼されるよう、健全な経営に努めます。 

 

 

Ⅱ 公立邑智病院の現状と問題点 

１ 病院の現状 

 これまで、当院は小規模ながら高度医療機器を備え、敏速性と的確性に重点をおいた診 

療体制を整えるとともに、救急告示病院としての責務を果たし地域医療の確保に努めてき 

ました。 

（１）概要 

法適用：地方公営企業法一部適用 

  設置者：邑智郡公立病院組合 

  名 称：公立邑智病院 

  所在地：島根県邑智郡邑南町中野３８４８－２ 

  建物構造：鉄筋コンクリート造り２階建て 

延床面積：８,５４３㎡ 

  ヘリポート：飛行場外離着陸場１,１８０㎡ 

  駐車場台数：２５２台 
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（２）診療機能 

診療内容：総合診療科／内科(消化器内科、血液内科、内分泌代謝内科、循環器内科、 

心療内科)／外科／整形外科／小児科／産婦人科／泌尿器科／精神科／麻 

酔科／皮膚科／歯科／人工透析／リハビリテーション 

   病床機能：一般病床９８床 

本館病棟４１床（回復期）／新館病棟５７床（急性期） 

 

（３）指定医療機関 

保険医療機関／地域医療拠点病院／救急告示医療施設／生活保護法指定医療機関／労 

災保険指定医療機関／災害協力病院／公務災害指定医療機関／島根県がん情報提供促 

進病院／被爆者一般疾病医療機関／障害者自立支援法指定自立支援医療機関（更生医 

療・精神通院医療)／臨床研修協力施設／協力型臨床研修病院／地域包括医療・ケア認 

定施設／難病医療協力病院／小児慢性特定疾病指定医療機関 

 

２ 現況施設の問題点 

昭和５８年に建設された現本館棟は、鉄筋コンクリート造２階建、３診療科、病床数

は５０床で開院しました。その後、平成３年にＣＴ棟増築、平成６年に屋上防水シート

張り替え、診療室改修、平成２０年に内装壁・照明・トイレ改修、平成２５年には空調

設備改修を行うなど、増築や改修を繰り返しながら診療機能の維持、改善を図ってきま

した。しかしながら、老朽化に伴うエレベーターの更新、容量不足による非常用発電機

の更新、スプリンクラー設備の整備、経年劣化による給水配管の更新が課題となってい

ます。 

 

「施設全体の問題点」 

（１）度重なる増改築により各部門が混在し、患者さん及び医療従事者の動線が長くな 

るなど医療提供体制が非効率な状況になっています。 

（２）外来部門、病棟部門、画像診断部門、臨床検査部門、調理部門、地域連携部門、 

管理部門の面積が不足しています。 
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（３）開院当時の旧基準のため、廊下幅員、病室の面積が狭 隘
きょうあい

でストレッチャー、車椅 

子の通行が困難など、運用に支障をきたしています。 

また、手摺の構造や配置が悪いため転倒リスクが高くなっています。 

（４）消防設備が２系統に分かれ、警報発生区域と管理場所が離れているため情報の把 

握が困難で、非常時の対応に支障をきたしています。 

（５）非常用発電による電力量が不足しており、停電時の診療機能の確保が制限されて 

います。 

（６）駐車場の面積の不足により、患者さんの駐車箇所の確保に苦慮しています。冬季 

は積雪により更に不足する状況です。 

 

「各部門の問題点」 

【病棟部門】 

現本館棟の病室は１床室３室、２床室１室、３床室４室、４床室６室の合計４１床か 

らなり、１床あたり６.４㎡の基準をかろうじて満たしている状態で、カーテンにより最 

低限のプライバシーを確保しています。 

また、病室に洗面所がなく、収納場所も不足するなど、療養環境の改善が必要です。 

 現新館病棟は、複数科の療養を行う混合病棟で、６床病室が多く病床管理に苦慮する 

ほか、外来、手術、分娩との動線が長く連携性を欠いています。 

  

【外来部門】 

開院当時は３診体制であり、その後の診療科増設に併せて新棟を増やし、対応してき 

たため、各診療科が散在し、患者さん及び医療従事者の動線が長く診療に支障をきたし 

ています。  

  診察室、救急室、処置室、点滴室が狭く、診療に支障をきたすほか各診療場所からの 

声が漏れやすいため、プライバシーの確保が困難です。 

また、感染症の疑いのある患者さんが受診する場合、一般の患者さんから分離した動 

線の確保が出来ていません。 

 待合室が狭く患者さんが溢れることが常態化しています。 
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 【画像診断部門】 

  撮影機器が散在しているため患者さん及び医療従事者の動線が長く、特に救急患者さ

んの撮影の場合、救急室からＸ線撮影室まで外来患者待合室を通過する必要がありプラ

イバシーの確保が困難です。 

１室に３台のＸ線撮影装置を設置しているため、同時撮影が出来ず運用効率が悪く、

診療待ち時間増加の要因になっています。 

 

【臨床検査部門】 

  検体検査、生理検査ともにスペースが不足しています。 

また、生理検査と採血を同室で行っているため運用に苦慮しています。 

 

【中央材料部門】 

  手術室が新館別棟にあり清潔器材や汚染物が病棟内を通過して運搬するため感染対策 

に苦慮しています。 

また、医療従事者の動線が長く非効率な運用を続けています。医療材料の保管スペー 

スが狭く、適正な在庫数の確保が困難な状況です。 

 

【手術部門】 

  中央材料室が本館棟にあり清潔器材や汚染物が病棟内を通過して運搬するため感染対 

策が困難です。また、医療従事者の動線が長く非効率な運用を続けています。 

 同日に手術を複数回行う場合に、手術器材準備スペースが狭く、患者さんと医療従事 

者、器材の動線が集中するため運用が煩雑になっています。 

 

【薬剤部門】 

  外来、病棟から離れており、動線が長く作業効率が悪い構造です。薬剤保管スペース 

が狭く、薬剤の払い出しに時間を要しています。 

 クリーンルームが無く医療安全の確保に苦慮しています。 
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【リハビリテーション部門】 

病棟のリハビリスペースが不足しています。 

また、自宅生活での家事動作練習等が可能な設備が整っていません。 

 

【調理部門】 

  開院当時の５０名の入院患者対応の厨房であるため、現在の食事数の提供は限界の状 

況です。 

清潔エリア、汚染エリアの区域が十分に設定できず、作業動線も重複するため運用に 

苦慮しています。床も建設当時のウエットシステムのため衛生面に課題があります。 

 

【地域連携部門】 

本館棟正面入口から遠く、利用者から認識されにくい場所にあるほか、相談室も共用 

室が一室しかないため、プライバシーの確保が課題です。 

 

【管理部門】 

 医局、更衣室の面積不足や職員休息、仮眠環境が整っていません。 

また、管理部門各署が離れているため非効率な協議調整を余儀なくされています。 

 

３ 本館棟建て替えの必要性 

  平成６年建設の新館棟、平成１０年建設の新館別棟は本館棟建設後に不足する機能を 

その都度継ぎ足した状態で建設された結果、病棟部門、外来部門、画像診断部門、検査 

部門、管理部門が混在し、病院全体の統合性を欠いた配置になっています。 

  本館棟建設後３６年が経過しており、前述のような各部門の問題点を解決し、現在の 

医療水準に適合するために、診療を継続しながら個別に拡張及び改修をすることは、費

用対効果も低く現実的に困難であり、本館棟の耐用年数３９年を超える２０２３年(令和

５年)を目途に建て替えを進める必要があります。 

  また同時に、病院全体の部門別位置関係を再編し、建て替える計画棟と新館棟、新館 

別棟の機能を明確にすることが必要です。 
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Ⅲ 施設整備の方針 

１ 施設全体の方針 

本館棟を建て替えるにあたって留意すべきことは、現在の本館棟で診療を継続しなが 

ら建て替えをする必要があることです。そのため計画棟は、現本館棟とヘリポートの間 

に建設し、新館棟との通路を確保した後、現本館棟を撤去しその跡地を駐車場として確 

保する案が最も適切な解決方法です。 

計画棟に配置する機能は、病棟部門(急性期)、外来部門、画像診断部門、臨床検査部 

門、手術部門、薬剤部門、地域連携部門、管理部門を中心とし、病棟機能全体を地域の 

医療需要等の将来変化に柔軟に対応できるフレキシブルな構造とします。 

 内装には木材を可能な範囲で使用し、患者さんが安らぐ環境をつくると共に、地域資 

源の活用に貢献します。 

廊下幅員は内法２.７mを確保し、病棟ドアも引き戸を採用することで、ベッドやスト 

レッチャーの移動に支障がないように配慮します。手摺も機能や配置の最適化を図り、 

患者さんの転倒リスクを軽減します。 

また、患者さんのプライバシーに配慮すると共に、医療従事者の動線を可能な限り分 

離・効率化を図ります。 

外来は現況施設の問題点を加味して、ブロック受付、フリーアドレス方式の診察室を 

採用し、各診療科が共有して使用できるユニバーサル構造とします。全国の一般病院を 

対象とした平成２９年厚生労働省受療行動調査では３０．２％が通院治療を希望してお 

り、外来機能の充実と効率的な運営を目指します。 

 新館棟、新館別棟には計画棟との連携性を踏まえた機能や、フリーアドレス方式には 

合わない外来機能を配置すると共に、計画棟に移行した機能の空き部屋を有効利用し建 

設費用の適正化を図ります。 

邑智郡唯一の二次救急医療機関及び災害協力病院として、安心・安全な医療が継続で 

きるように、地震の揺れを受け流し、建物内の揺れを軽減する免震構造とします。 

また、非常用電力、飲料水、医療用ガス配管、備蓄庫などを十分に確保できる設備を 

整え、太陽光発電等の再生可能エネルギーの活用も含めて災害に強い病院を目指します。 
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２ 各部門の基本方針 

【病棟部門】 

 計画棟２階に急性期病棟を設け、既存新館棟と渡り廊下でつなぎ、２病棟(急性期、回 

復期)を２階に隣接配置し、動線を効率化します。これによって、火災等の災害発生時に 

水平移動による避難を可能とします。 

病室は４床室と個室を主体とし、急性期病棟病室内には衛生面を考慮し手洗い場を設 

けます。一床あたりの居室面積６.４㎡以上を標準としながらも、診療報酬の療養環境加 

算対象の８㎡以上を目指します。 

また、一部の病室（トイレ含む）はエリア配置に留意しながら、感染症対策用に陰圧 

式にします。 

外来を急性期病棟直下階に、手術室を急性期病棟直上階に、ＬＤＲを急性期病棟階 

に配置し、迅速かつ効率的な患者搬送を行います。 

 既存新館棟と新館別棟は６床室を４床室に改修するなどして、４１床の回復期病棟と 

します。 

 

【外来部門】 

救急処置室、診察室、処置室、検体検査、生理検査、画像診断を計画棟１階に近接配 

置し、連携を強化します。 

  各科専用の診察室を設けないフリーアドレス方式を基本とすることで、各科が状況に 

応じてフレキシブルな対応ができるようにします。例外として、固有設備が必要な歯科・ 

産婦人科・泌尿器科と、小児患者の待合環境の特性から小児科は、診察室の共有が難し 

いことから現況場所とします。 

感染症の疑いのある患者さんが受診する場合の一般患者さんから分離した動線を確保 

します。 

また、健診受診者が一般患者さんとは別に待機できる待合スペースを確保します。 

   

【画像診断部門】 

画像診断部門は計画棟１階の救急室に近接かつ集約して設け、救急撮影時と通常撮影 
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時の動線分離も図ります。 

また、Ｘ線撮影装置毎に専用の部屋を配置し運用効率を高めます。 

 

【臨床検査部門】 

 検査部門は計画棟１階の外来部門に近接して設け、検体検査、生理検査とも適切な面 

積を確保します。 

また、専用の採血スペースを確保し、検体検査スペースと隣接配置させ運用の効率化 

を図ります。 

 

【中央材料部門】 

  計画棟３階の手術室の近傍に配置し、業務の効率化と感染対策を強化します。 

  適正な在庫数を保管できるスペースを確保し、効率的な運用を行います。 

 

【手術部門】 

  計画棟３階の中央材料室の近傍に配置し、手術器材準備スペースと中央材料室既滅菌 

スペースを近接配置させ、併せて手術室汚染物の搬出口と中央材料室洗浄スペースを近 

接配置し業務の効率化を図ります。 

 

【薬剤部門】 

薬剤部門は病棟患者対応が主な業務となるため、計画棟３階に配置し効率的な運用を 

目指し、十分な薬剤保管スペースを確保します。 

また、クリーンルームを確保し医療安全対策を向上させます。 

 

【リハビリテーション部門】 

病棟にリハビリスペースを確保します。 

また、自宅生活での家事動作練習等が可能なＡＤＬ室を整備します。 
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【調理部門】 

  調理部門は新館別棟２階の現況ＬＤＲ・手術室エリアに配置し、病棟と水平移動によ 

る配膳・下膳動線の効率化を図り、かつ適温で提供できるように配慮します。 

また、食中毒リスクを低減し衛生管理を遂行できるように、清潔・汚染の区分を明確 

化し、床もドライシステムとします。 

 

【地域連携部門】 

 主出入口の近い場所に総合相談センターを設置します。 

また、相談室を２室確保し、患者さんの利便性とプライバシー保護に配慮します。 

 

【管理部門】 

管理関係部署は計画棟３階に配置することで、連携を強化し健全運営に寄与します。 
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3
6
,
5
2
0

6,740 54,520

3
6
,
5
2
0

（２）平面計画参考図（３階、塔屋）
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▲

STAGE-３　本館棟解体 STAGE-４　外構整備

解体３ヶ月 外構3ヶ月移設３ヶ月

計画棟利用期間６ヶ月

STAGE-１　本館棟屋外設備移設 STAGE-２　計画棟建設・引越

▲▲ ▲

機械棟機械棟機械棟機械棟

▲▲ ▲▲▲ ▲

新館棟・新館別棟改修期間６ヶ月

本館棟利用期間１９ヶ月

建設１５ヶ月
引越　１ヶ月

駐車台数減少期間２５ヶ月

ＮＮ ＮＮ

駐車場台数　２４４台 駐車場台数　１５５台 駐車場台数　２８０台駐車場台数　１７６台

管理棟

新館棟

新館別棟

新館棟

研修棟
本館棟

保健

主入口

１６台

１２台

▲

新館別棟

研修棟
２４台

新館棟

新館別棟

研修棟

３０台

２６台

センター

職員出入口

新館別棟

新館棟

研修棟
本館棟

保健

主入口

１２台

８台

▲

車庫
撤去

設備移設

センター

センター

管理棟

センター

センター

計画棟建設

正面入口からヘリポート等までの通路が使えない

管理棟

本館棟

２４台

１６台

センター

保健
センター

引越後、本館棟解体

新館棟に職員出入口整備

センター

保健

敷地全体のアスファルト舗装を再整備

バス停バス停バス停バス停

工事中、厨房等の仮設出入口が必要になる

２２台

７台

２２台

３台

１６台

１０台

９台

１０台
２２台

７台

２台

５台
４台

７台

１３台

１９台

１２台

５台

計画棟

▲

主出入口

副出入口

救急 感染症出入口

２２台 ２２台 ２２台

７台 ７台 ７台

１０台 １０台 １０台 １０台

８台
８台 ８台 ８台

２２台 ２２台 ２２台

３台 ３台 ３台

７台 ７台 ７台１９台

１２台

１９台

１２台 １２台

５台 ５台 ５台

１１台 １１台

１３台

１４台

１４台

１４台

２０台
１８台

１８台

　６台

計画棟

▲副出入口

計画棟

▲

本館棟解体後、駐車場１２５台分整備

本館棟近辺６８台分の駐車場が使用できなくなる 本館棟近辺２１台の駐車場が更に使用できない

解体工事中は計画棟裏の副出入口を利用する

５台
４台

工事期間は概ね３ヶ月

屋外車庫解体撤去

配管等の新館棟への接続

既存新館棟、新館別棟の改修工事を並行して行う

屋外設備（医療ガス、受水槽等）の移設

（３）工事ローテーション図

石見デイサービス 石見デイサービス 石見デイサービス

病院周辺に臨時駐車場を確保する

公立邑智病院　本館棟建て替え基本構想

給排水管の移設

自治体病院共済会 17

石見デイサービス
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Ⅳ 本館棟建て替え事業計画 

１ 整備手法、事業スケジュール（工程表） 

（１）整備手法 

  計画棟の建設に係る整備手法は一般的に、「設計・施工分離発注方式」と「設計・施工 

一括発注方式」の２種類に大別されます。本件は高度又は特殊な施工技術を要する事業 

ではなく、邑智郡公立病院組合の要望を適切に病院建設に反映させるために「設計・施 

工分離発注方式」を採用します。 

 また、事業費が適切に抑えられるように、基本設計から工事までの段階ごとの費用管 

理に努めます。 

（２）事業スケジュール（工程表） 

計画棟の竣工は２０２３年（令和５年）１１月頃、グランドオープンは、２０２４年 

（令和６年）６月頃を見込んでいます。 

  なお、事業の進捗状況によっては工程が遅れる場合もあります。 

◆設計期間：２０箇月  ◆工事期間：２４箇月 

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

3

1 1

 計画棟オープン グランドオープン

18

6

6

12

4 2

６年次
(２０２４年度)

５年次
(２０２３年度)

４年次
(２０２２年度)

３年次
(２０２１年度)

基本設計

２年次
(２０２０年度)

8

3

2

1 設計者決定

１年次
(２０１９年度)

区　　分

実施設計

4 確認申請･工事入札

入札申請

9 竣工

5 計画棟建設工事

8

6 本館棟解体、外構整備

7 新館・新館別棟改修

医療機器・備品搬入
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２ 事業費概算額及び充当財源 

（１）事業費概算額 

 

項  目 

事 業 費（消費税込※10%） 

算 出 根 拠 金  額 

計画棟建設工事 @４５０千円×1.1×６,２０９㎡ ※③ ３,０７３,４５５千円 

既存棟改修工事 @１５０千円×1.1×４,９８１㎡ ※② ８２１,８６５千円 

本館棟解体工事 @３５千円×1.1×３,１９７㎡ ※① １２３,０８５千円 

外 構 工 事 
@８千円×1.1×１８,２６５㎡ 

※敷地面積 22,888 ㎡－(④+⑤+⑥) 
１６０,７３２千円 

設計監理委託 

建設改修設計料77,000 千円×1.1（国交省告示による） 
建設改修監理料26,000 千円×1.1（国交省告示による） 
常 駐監理料27,000 千円×1.1（1.5 名・18 箇月想定） 
解体・外構設計料10,000 千円×1.1（解体・外構工事費×3.5%） 

１５４,０００千円 

医療機器整備 @４,５００千円×1.1×９８床 ４８５,１００千円 

備品整備 @８００千円×1.1×９８床 ８６,２４０千円 

合  計  ４,９０４,４７７千円 

棟名 延床面積（㎡） 建築面積（㎡） 

本館棟 ３,１９７ ① １,８７８  

新館・新館別棟 ４,９８１ ② ２,１３２ ④ 

研修棟  ３６５   ４２０ ⑤ 

計画棟 ６,２０９ ③ ２,０７１ ⑥ 

合 計 １４,７５２  ６,５０１  

19



 18 
 

（２）充当財源 

  事業費（建設改良費）は病院事業会計及び病院組合構成３町が、それぞれ２分の１を 

負担することとします。 

本館棟建て替えに伴う財源は、スプリンクラー等施設整備事業や、へき地医療拠点病 

院施設整備事業等の補助金の活用を目指すと共に、有用な制度である地方債を可能な限 

り利用していきます。 

（単位：千円） 

項 目 事業費金額 

充 当 財 源（消費税込※10%） 

補助金 
病院 

事業債等 

過疎対策 

事業債等 
一般財源 

計画棟 

建設工事 
３,０７３,４５５ ３３６,５６０ １,３６８,４００ １,３６８,４００ ９５ 

既存棟 

改修工事 
８２１,８６５ ７８,９７７ ３７１,４００ ３７１,４００ ８８ 

本館棟 

解体工事 
１２３,０８５  ６１,５００ ６１,５００ ８５ 

外構工事 １６０,７３２  ８０,４００ ８０,３００ ３２ 

設計監理

委託 
１５４,０００  ７７,０００ ７６,９００ １００ 

医療機器 

整備 
４８５,１００  ２４２,６００ ２４２,５００  

備品整備 ８６,２４０    ８６,２４０ 

合 計 ４,９０４,４７７ ４１５,５３７ ２,２０１,３００ ２,２０１,０００ ８６,６４０ 

 

（３）事業費の年次別計画 

  各年次の起債額は、事業スケジュール（工程表）を基準としています。 

   なお、病院事業においては、救急医療・小児医療・へき地医療など不採算な医療に取 

り組む必要があるため、地方公営企業法の基本原則により、病院事業債の元利償還金額 
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の２分の１に相当する額について、一般会計から病院事業会計へ繰出しを行うための基 

準が定められています。 

（単位：千円） 

項   目 

１年次 

（2019 年度） 

２年次 

（2020 年度） 

３年次 

（2021 年度） 

４年次 

（2022 年度） 

５年次 

（2023 年度） 

６年次 

（2024 年度） 

事

業

費 

計画棟建設工事    1,536,727 1,536,728  

既存棟改修工事     739,679 82,186 

本館棟解体工事     123,085  

外 構 工 事     144,659 16,073 

設計監理委託  53,526 42,174 38,868 19,432  

 

建設改修 

設計料 

 49,126 35,574    

建設改修 

監理料 

   19,068 9,532  

常駐監理料    19,800 9,900  

解体・外構 

設計料 

  4,400 6,600    

医療機器整備     436,650 48,450 

備 品 整 備     77,616 8,624 

合  計  53,526 42,174 1,575,595 3,077,849 155,333 

充 

当 

財 

源 

補  助  金    168,280 239,359 7,898 

病院事業債等（25 年）  26,800 21,100 703,700 1,162,100 45,100 

病院事業債等（ 5 年）     218,300 24,200 

過疎対策事業債等  26,700 21,000 703,600 1,380,400 69,300 

一 般 財 源  26 74 15 77,690 8,835 

合  計  53,526 42,174 1,575,595 3,077,849 155,333 
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３ 病院事業債等の償還計画 

  事業費（建設改良費）の充当財源のうち、病院事業債の償還期間は２５年とします。 

ただし、医療機器整備に係る償還期間は５年とし、据置期間は無しとします。 

   病院事業債の元利償還金に対しては、地方交付税の財政措置（２５％）が見込まれま 

す。 

 

元利償還計画表（施設整備） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（単位：千円）

元　金 利　息 計 元　金 利　息 計 

2021年度 1,009 133 1,142 505 67 571

2022年度 1,808 232 2,040 904 116 1,020

2023年度 28,311 3,709 32,020 14,156 1,855 16,010

2024年度 72,205 9,323 81,528 36,103 4,662 40,764

2025年度 74,264 9,186 83,450 37,132 4,593 41,725

2026年度 74,636 8,814 83,450 37,318 4,407 41,725

2027年度 75,011 8,439 83,450 37,506 4,220 41,725

2028年度 75,385 8,065 83,450 37,693 4,033 41,725

2029年度 75,763 7,687 83,450 37,882 3,844 41,725

2030年度 76,142 7,308 83,450 38,071 3,654 41,725

2031年度 76,524 6,926 83,450 38,262 3,463 41,725

2032年度 76,908 6,542 83,450 38,454 3,271 41,725

2033年度 77,292 6,158 83,450 38,646 3,079 41,725

2034年度 77,680 5,770 83,450 38,840 2,885 41,725

2035年度 78,069 5,381 83,450 39,035 2,691 41,725

2036年度 78,458 4,992 83,450 39,229 2,496 41,725

2037年度 78,851 4,599 83,450 39,426 2,300 41,725

2038年度 79,245 4,205 83,450 39,623 2,103 41,725

2039年度 79,642 3,808 83,450 39,821 1,904 41,725

2040年度 80,042 3,408 83,450 40,021 1,704 41,725

2041年度 80,443 3,007 83,450 40,222 1,504 41,725

2042年度 80,846 2,604 83,450 40,423 1,302 41,725

2043年度 81,249 2,201 83,450 40,625 1,101 41,725

2044年度 81,657 1,793 83,450 40,829 897 41,725

2045年度 82,059 1,384 83,443 41,030 692 41,722

2046年度 81,359 975 82,334 40,680 488 41,167

2047年度 80,818 569 81,387 40,409 285 40,694

2048年度 51,224 202 51,426 25,612 101 25,713

2049年度 1,900 7 1,907 950 4 954

2050年度

2051年度

計 1,958,800 127,427 2,086,227 979,407 63,721 1,043,115

（注）１．年利は、財務省財政融資資金貸付金利（2018年(平成30年)11月9日以降適用）を基準としています。

　　　２．四捨五入につき数値は必ずしも一致しません。

償

還

年

度

施設合計
一般会計繰出額

（合計の１／２の額）
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元利償還計画表（医療機器整備） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（単位：千円）

元　金 利　息 計 元　金 利　息 計 

2021年度

2022年度

2023年度

2024年度 43,651 21 43,672 21,826 11 21,836

2025年度 48,495 19 48,514 24,248 10 24,257

2026年度 48,500 14 48,514 24,250 7 24,257

2027年度 48,505 9 48,514 24,253 5 24,257

2028年度 48,509 3 48,512 24,255 2 24,256

2029年度 4,840 0 4,840 2,420 0 2,420

2030年度

2031年度

2032年度

2033年度

2034年度

2035年度

2036年度

2037年度

2038年度

2039年度

2040年度

2041年度

2042年度

2043年度

2044年度

2045年度

2046年度

2047年度

2048年度

2049年度

2050年度

2051年度

計 242,500 66 242,566 121,252 35 121,283

（注）１．年利は、財務省財政融資資金貸付金利（2018年(平成30年)11月9日以降適用）を基準としています。

　　　２．四捨五入につき数値は必ずしも一致しません。

償

還

年

度

医療機器合計
一般会計繰出額

（合計の１／２の額）
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元利償還計画表（施設整備・医療機器整備合計） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（単位：千円）

元　金 利　息 計 元　金 利　息 計 

2021年度 1,009 133 1,142 505 67 571

2022年度 1,808 232 2,040 904 116 1,020

2023年度 28,311 3,709 32,020 14,156 1,855 16,010

2024年度 115,856 9,344 125,200 57,928 4,672 62,600

2025年度 122,759 9,205 131,964 61,380 4,603 65,982

2026年度 123,136 8,828 131,964 61,568 4,414 65,982

2027年度 123,516 8,448 131,964 61,758 4,224 65,982

2028年度 123,894 8,068 131,962 61,947 4,034 65,981

2029年度 80,603 7,687 88,290 40,302 3,844 44,145

2030年度 76,142 7,308 83,450 38,071 3,654 41,725

2031年度 76,524 6,926 83,450 38,262 3,463 41,725

2032年度 76,908 6,542 83,450 38,454 3,271 41,725

2033年度 77,292 6,158 83,450 38,646 3,079 41,725

2034年度 77,680 5,770 83,450 38,840 2,885 41,725

2035年度 78,069 5,381 83,450 39,035 2,691 41,725

2036年度 78,458 4,992 83,450 39,229 2,496 41,725

2037年度 78,851 4,599 83,450 39,426 2,300 41,725

2038年度 79,245 4,205 83,450 39,623 2,103 41,725

2039年度 79,642 3,808 83,450 39,821 1,904 41,725

2040年度 80,042 3,408 83,450 40,021 1,704 41,725

2041年度 80,443 3,007 83,450 40,222 1,504 41,725

2042年度 80,846 2,604 83,450 40,423 1,302 41,725

2043年度 81,249 2,201 83,450 40,625 1,101 41,725

2044年度 81,657 1,793 83,450 40,829 897 41,725

2045年度 82,059 1,384 83,443 41,030 692 41,722

2046年度 81,359 975 82,334 40,680 488 41,167

2047年度 80,818 569 81,387 40,409 285 40,694

2048年度 51,224 202 51,426 25,612 101 25,713

2049年度 1,900 7 1,907 950 4 954

2050年度

2051年度

計 2,201,300 127,493 2,328,793 1,100,656 63,753 1,164,398

（注）１．年利は、財務省財政融資資金貸付金利（2018年(平成30年)11月9日以降適用）を基準としています。

　　　２．四捨五入につき数値は必ずしも一致しません。

合　　　　計
一般会計繰出額

（合計の１／２の額）

償

還

年

度
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Ⅴ 本館棟建て替え後の経営計画 

１ 試算の条件設定 

  数値目標は新公立邑智病院改革プランを基準とし、各条件は、現時点で実現可能と想 

定する目標値であり、将来の診療機能の変更や診療報酬改定など不確定な要素は考慮し 

ていません。 

【収益的収支】 

試 算 項 目 条 件 

収 

 

 

 

入 

１．医  業  収  益  

（１）料 金 収 入 

入院収益＋外来収益の合計値とします。 

なお、入院患者数 30,047 人/年(病床稼働率 84％)、入院

診療単価は 30,000 円、外来患者数 49,815 人/年(205 人/

日)、外来診療単価は 8,000 円とします。 

（２）その他医業収益 
他会計負担金(救急医療や保健衛生など)、室料差額、病

児病後児保育料などを計上します。 

２．医 業 外 収 益  

（１）他 会 計 負 担 金 

不採算地区病院の運営、周産期医療、小児医療などに要

する経費に加え、病院事業債の利息の償還に係る一般会

計からの２分の１繰入金を見込みます。 

（２）国（県）補助金 国・島根県の補助金(産科医療確保など)を計上します。 

（３）長期前受金戻入 
固定資産の取得に係る補助金などについて、減価償却見

合い分を計上します。 

（４）その他医業外収益 上記以外の医業外収益を計上します。 

支 

 

 

 

出 

１．医 業 費 用  

（１）職 員 給 与 費 定期昇給分の年 0.3％の増加を見込みます。 

（２）材 料 費 
2016 年度の医業収益に対する材料費の比率を、本館棟建

て替え後の医業収益に乗じて見込みます。 

（３）経 費 
2016 年度の医業収益に対する経費の比率を、本館棟建て

替え後の医業収益に乗じて見込みます。 

（４）減 価 償 却 費 既存分、本館棟建て替え分の減価償却費を計上します。 

（５）その他医業費用 資産減耗費や研究研修費などを計上します。 

２．医 業 外 費 用  

（１）支 払 利 息 
病院事業債の利息の償還金を計上します。なお、既存分、

本館棟建て替え分の支払利息も見込みます。 

（２）その他医業外費用 上記以外の医業外費用を計上します。 
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【資本的収支】 

試 算 項 目 条 件 

収 

入 

１．企 業 債 
本館棟建て替え後における、企業債の借り入れは見込ん

でいません。 

２．他 会 計 負 担 金 
病院事業債元金の償還に係る一般会計からの２分の１

繰入金を見込みます。 

３．国 （ 県 ） 補 助 金 2027 年度まで、島根県からの病院事業債元金償還に係る

補助金を見込みます。 

支

出 

１．建 設 改 良 費 
本館棟建て替え後における、固定資産の購入費を見込み

ます。 

２．企 業 債 償 還 金 病院事業債元金の償還を見込みます。 

現在、内部留保している資金の内、建設改良積立金５５８,０００千円（平成２９年度決

算額）は、２０２４年度までに処分する計画です。 

 

２ 収支計画総括表 

収益的収入における患者数の見込について、邑智郡の人口推計は減少傾向にありますが、

資料編「15 公立邑智病院の基本データの推移」のとおり延外来患者数は横ばい、延入院患

者数は増加傾向にあります。従前の医療機能の継続に併せて、整形外科、泌尿器科の常勤

化（医師確保）、皮膚科新設といった医療機能の推進に今後も取り組み、いまだ自区域外の

医療機関へ受診されている患者さんにもご利用いただける受療環境を整備することで、将

来の患者数は現状を維持していくものと想定しています。 

収益的支出では減価償却費が、本館棟建て替え後は増加し、２０２９年度以降の医療機

器の償却終了に伴い減少し、収支は改善する見込みです。資本的支出では企業債償還金に

本館棟建て替えに係る費用が加わり大幅に増加します。 

長期前受金戻入、減価償却費、資産減耗費、経常損益、資本的収支の不足額を見込んだ

単年度留保資金は、本館棟建て替え後の２０２９年度以降は改善傾向ですが、２０,０００

千円前後のマイナスで推移するため、内部留保資金は減少していく見込みですので、残高

に留意しながら安定経営に努める必要があります。 
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収支計画総括表（2025 年度～2029 年度） 

　　 年 度

 　 　項 目
１. 1,459,924 1,459,924 1,459,924 1,459,924 1,459,924

(1) 1,299,924 1,299,924 1,299,924 1,299,924 1,299,924

(2) 160,000 160,000 160,000 160,000 160,000

うち 94,000 94,000 94,000 94,000 94,000

２. 431,720 431,531 431,341 431,151 430,961

(1) 226,603 226,414 226,224 226,034 225,844

(2) 33,000 33,000 33,000 33,000 33,000

(3) 161,117 161,117 161,117 161,117 161,117

(4) 11,000 11,000 11,000 11,000 11,000

(A) 1,891,644 1,891,455 1,891,265 1,891,075 1,890,885

１. 1,964,748 1,968,028 1,971,318 1,974,617 1,880,906

(1) 1,093,252 1,096,532 1,099,822 1,103,121 1,106,430

(2) 190,000 190,000 190,000 190,000 190,000

(3) 326,000 326,000 326,000 326,000 326,000

(4) 339,496 339,496 339,496 339,496 242,476

(5) 16,000 16,000 16,000 16,000 16,000

うち 11,000 11,000 11,000 11,000 11,000

うち 5,000 5,000 5,000 5,000 5,000

２. 16,788 15,414 14,016 12,853 12,447

(1) 12,288 10,914 9,516 8,353 7,947

うち 3,083 2,086 1,068 285 260

9,186 8,814 8,439 8,065 7,687

19 14 9 3 0

9,205 8,828 8,448 8,068 7,687

(2) 4,500 4,500 4,500 4,500 4,500

(B) 1,981,536 1,983,442 1,985,334 1,987,470 1,893,353

経 　常 　損 　益 　(A)－(B) (C) ▲ 89,892 ▲ 91,987 ▲ 94,069 ▲ 96,395 ▲ 2,468

１. (D) 0 0 0 0 0

２. (E) 0 0 0 0 0

特　別　損　益　(D)－(E) (F) 0 0 0 0 0

▲ 89,892 ▲ 91,987 ▲ 94,069 ▲ 96,395 ▲ 2,468

▲ 205,337 ▲ 297,324 ▲ 391,393 ▲ 487,788 ▲ 490,256

　　 年 度

 　 　項 目
１. 0 0 0 0 0

２. 80,447 81,012 81,586 63,072 41,439

うち 19,067 19,444 19,828 1,125 1,137

うち 61,380 61,568 61,758 61,947 40,302

３. 13,472 13,757 14,047 0 0

(Ｇ) 93,919 94,769 95,633 63,072 41,439

１. 50,000 50,000 50,000 50,000 50,000

２. 172,112 173,486 174,884 126,143 82,877

うち 49,353 50,350 51,368 2,249 2,274

74,264 74,636 75,011 75,385 75,763

48,495 48,500 48,505 48,509 4,840

122,759 123,136 123,516 123,894 80,603

(Ｈ) 222,112 223,486 224,884 176,143 132,877

差　引　不　足　額　(Ｇ)－(Ｈ) （Ｉ） ▲ 128,193 ▲ 128,717 ▲ 129,251 ▲ 113,071 ▲ 91,438

▲ 34,706 ▲ 37,325 ▲ 39,941 ▲ 26,087 ▲ 7,547

1,606,183 1,568,858 1,528,917 1,502,830 1,495,283

【収益的収支】 （単位：千円）

収
 
 
 
 
 
 
 
 

入

医 業 収 益

料 金 収 入

2025年度 2026年度 2027年度 2028年度 2029年度

他 会 計 負 担 金

国 ( 県 ) 補 助 金

長 期 前 受 金 戻 入

そ の 他

他会計負担金

医 業 外 収 益

そ の 他

経 常 収 益

支
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

出

医 業 費 用

職 員 給 与 費

そ の 他

その他医業費用

資産減耗費

材 料 費

経 費

減 価 償 却 費

うち
本館棟
事業分

施　　設　　分

累 積 欠 損 金

医　療　機　器

小　　　　　計

医 業 外 費 用

支 払 利 息

既　　　存　　　分

純 損 益 (C)＋(F)

そ の 他

経 常 費 用

特

別

損

益

特 別 利 益

特 別 損 失

【資本的収支】 （単位：千円）

2025年度 2026年度 2027年度 2028年度 2029年度

収
　
　
入

企 業 債

他 会 計 負 担 金

支 出 計

既　　　存　　　分

本 館 棟 事 業 分

国 ( 県 ) 補 助 金

単 年 度 留 保 資 金

内 部 留 保 資 金

収 入 計

支
　
　
出

建 設 改 良 費

企 業 債 償 還 金

既　　　存　　　分

うち
本館棟
事業分

施　　設　　分

医　療　機　器

小　　　　　計
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収支計画総括表（2030 年度～2034 年度） 

　　 年 度

 　 　項 目
１. 1,459,924 1,459,924 1,459,924 1,459,924 1,459,924

(1) 1,299,924 1,299,924 1,299,924 1,299,924 1,299,924

(2) 160,000 160,000 160,000 160,000 160,000

うち 94,000 94,000 94,000 94,000 94,000

２. 430,771 430,580 430,388 430,196 430,002

(1) 225,654 225,463 225,271 225,079 224,885

(2) 33,000 33,000 33,000 33,000 33,000

(3) 161,117 161,117 161,117 161,117 161,117

(4) 11,000 11,000 11,000 11,000 11,000

(A) 1,890,695 1,890,504 1,890,312 1,890,120 1,889,926

１. 1,884,226 1,887,555 1,890,894 1,883,448 1,886,808

(1) 1,109,750 1,113,079 1,116,418 1,119,767 1,123,127

(2) 190,000 190,000 190,000 190,000 190,000

(3) 326,000 326,000 326,000 326,000 326,000

(4) 242,476 242,476 242,476 231,681 231,681

(5) 16,000 16,000 16,000 16,000 16,000

うち 11,000 11,000 11,000 11,000 11,000

うち 5,000 5,000 5,000 5,000 5,000

２. 12,043 11,636 11,226 10,816 10,401

(1) 7,543 7,136 6,726 6,316 5,901

うち 235 210 184 158 131

7,308 6,926 6,542 6,158 5,770

0 0 0 0 0

7,308 6,926 6,542 6,158 5,770

(2) 4,500 4,500 4,500 4,500 4,500

(B) 1,896,269 1,899,191 1,902,120 1,894,264 1,897,209

経 　常 　損 　益 　(A)－(B) (C) ▲ 5,574 ▲ 8,687 ▲ 11,808 ▲ 4,144 ▲ 7,283

１. (D) 0 0 0 0 0

２. (E) 0 0 0 0 0

特　別　損　益　(D)－(E) (F) 0 0 0 0 0

▲ 5,574 ▲ 8,687 ▲ 11,808 ▲ 4,144 ▲ 7,283

▲ 495,830 ▲ 504,517 ▲ 516,325 ▲ 520,469 ▲ 527,752

　　 年 度

 　 　項 目
１. 0 0 0 0 0

２. 39,221 39,425 39,629 39,834 38,840

うち 1,150 1,163 1,175 1,188 0

うち 38,071 38,262 38,454 38,646 38,840

３. 0 0 0 0 0

(Ｇ) 39,221 39,425 39,629 39,834 38,840

１. 50,000 50,000 50,000 50,000 50,000

２. 78,442 78,849 79,259 79,669 80,084

うち 2,300 2,325 2,351 2,377 2,404

76,142 76,524 76,908 77,292 77,680

0 0 0 0 0

76,142 76,524 76,908 77,292 77,680

(Ｈ) 128,442 128,849 129,259 129,669 130,084

差　引　不　足　額　(Ｇ)－(Ｈ) （Ｉ） ▲ 89,221 ▲ 89,424 ▲ 89,630 ▲ 89,835 ▲ 91,244

▲ 8,436 ▲ 11,752 ▲ 15,079 ▲ 18,415 ▲ 22,963

1,486,847 1,475,095 1,460,016 1,441,601 1,418,638

【収益的収支】 （単位：千円）

2031年度 2032年度 2033年度 2034年度2030年度

収
 
 
 
 
 
 
 
 

入

医 業 収 益

料 金 収 入

他 会 計 負 担 金

国 ( 県 ) 補 助 金

長 期 前 受 金 戻 入

そ の 他

他会計負担金

医 業 外 収 益

そ の 他

経 常 収 益

支
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

出

医 業 費 用

職 員 給 与 費

そ の 他

その他医業費用

資産減耗費

材 料 費

経 費

減 価 償 却 費

うち
本館棟
事業分

累 積 欠 損 金

施　　設　　分

医　療　機　器

小　　　　　計

医 業 外 費 用

支 払 利 息

既　　　存　　　分

純 損 益 (C)＋(F)

そ の 他

経 常 費 用

特

別

損

益

特 別 利 益

特 別 損 失

【資本的収支】 （単位：千円）

2030年度 2031年度 2032年度 2033年度 2034年度

収
　
　
入

企 業 債

支 出 計

他 会 計 負 担 金

既　　　存　　　分

本 館 棟 事 業 分

国 ( 県 ) 補 助 金

単 年 度 留 保 資 金

内 部 留 保 資 金

収 入 計

支
　
　
出

建 設 改 良 費

企 業 債 償 還 金

既　　　存　　　分

うち
本館棟
事業分

施　　設　　分

医　療　機　器

小　　　　　計
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邑智郡公立病院組合公立邑智病院本館棟建て替え検討委員会 

 

《委員名簿》 

区分 所属・役職 氏名 備考

医療関係者 島根大学医学部附属病院 病院長 井川　幹夫 委員長

　　　 〃 邑智郡医師会 会長　　　　　 上田　敏明 副委員長

行政関係者 島根県県央保健所 所長 長﨑　みゆき

　　　 〃 川本町 副町長 松井　紹憲

　　　 〃 美郷町 副町長 岸本　建夫

　　　 〃 邑南町 副町長 日高　輝和

福祉関係者 邑智郡保育研究会 会長 大澤　晃子

住民代表 公立邑智病院を支援する会 会長 南原　博文

　　　 〃 美郷町 女性代表 大林　眞由美

　　　 〃 邑南町 女性代表 須々井　八重子

識見を有する者 公立邑智病院 名誉院長 石原　晋

（順不同・敬称略）  

 

《開催経過》 

回次 期日 内容

第１回 平成30年8月16日

１．委員長及び副委員長の選出
２．議事
（１）公立邑智病院本館棟建て替え基本構想策定について
　　①公立邑智病院の役割・基本理念・基本方針
　　②公立邑智病院の現状と問題点
　　③施設整備の方針

第２回 平成30年11月15日

１．議事
（１）公立邑智病院本館棟建て替え基本構想策定について
　　①公立邑智病院の役割・基本理念・基本方針
　　②公立邑智病院の現状と問題点
　　③施設整備の方針
　　④本館棟建て替え事業計画

第３回 平成31年1月31日

１．議事
（１）公立邑智病院本館棟建て替え基本構想策定について
　　①公立邑智病院の役割・基本理念・基本方針
　　②公立邑智病院の現状と問題点
　　③施設整備の方針
　　④本館棟建て替え事業計画
　　⑤本館棟建て替え後の経営計画

　オブザーバー：島根県地域振興部市町村課、島根県健康福祉部医療政策課、
　　　　　　　　島根県健康福祉部県央保健所、自治体病院共済会  
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基本構想　資料編
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